
 看護学部 看護学科 

氏名 奥井 良子 職名 教授 専攻分野 看護学 学位名 修士（臨床心理学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて 5点以内） 

【論文】 

１．「糖尿病看護認定看護師・慢性疾患看護専門看護師所属施設における 2型糖尿病患者に対する糖尿病

教育プログラムの実態（第 2報)）,『日本糖尿病教育・看護学会誌』第 17巻 2 号,2013 年 9 月（共

著） 

２．「看護学生の臨床実習におけるレジリエンスの変化と困難および支えの関連」,『日本看護学教育学

会誌』第 24 巻 1 号,2014 年 7 月（共著） 

３．「就労している非インスリン使用の 2型糖尿病患者における体系的血糖自己測定とセルフモニタリン

グの経験」,『神奈川県立保健福祉大学誌』第 14巻 1 号,2017 年 3 月（共著） 

４．「在宅における終末期高齢患者および介護者の心理的特徴と訪問看護の課題 ― 患者とその介護者の

自死事例を通して－」,『駒沢女子大学「研究紀要」【人間健康学部・看護学部編】』第 4号,2022 年

3 月（共著） 

 

【学会発表】 

１．“Influencing factors of CNS and CNSs on the establishment of a nursing care outpatient 

department.” 9th International Diabetes Federation Western Pacific Region Congress & 

4th Scientific Meeting of the Asian Association for the Study of Diabetes, 2012.11, 

Tokyo（共同） 

最近 5年間の業績（2018 年度～2022 年度） 

【論文】 

１．「成人看護学技術演習の現状に関する文献調査」,『駒沢女子大学「研究紀要」【人間健康学部・看護

学部編】』第 1号,2018 年 12 月（共著） 

２．「看護学部 2年生を対象とした BLS 教育－科目外教育での試み―」,『駒沢女子大学「研究紀要」【人

間健康学部・看護学部編】』第 2号,2019 年 12 月（共著） 

３．「看護学実習における e テキスト活用の効果」,『駒沢女子大学「研究紀要」【人間健康学部・看護学

部編】』第 4号,2022 年 3月（共著） 

４．「コロナ禍における成人看護学慢性期実習の学生の学び ― 臨地実習と学内実習の両方を体験した学

生の学びの認識 ―,『駒沢女子大学「研究紀要」【人間健康学部・看護学部編】』第 4号,2022 年 3

月（共著） 

５．「在宅における終末期高齢患者および介護者の心理的特徴と訪問看護の課題 ― 患者とその介護者の

自死事例を通して－」,『駒沢女子大学「研究紀要」【人間健康学部・看護学部編】』第 4号,2022 年

3 月（共著） 

６． 「健康教育イベントへの参加が身体活動および健康関連 QOL に与える影響」,『日本看護科学学会

誌』,2022 年 3月（共著） 

 



【学会発表】 

１．「血糖測定フェア参加者が作成した身体活動活性化のためのアクションプランの傾向」,第 38 回日

本看護科学学会学術集会,2018 年 12 月,愛媛（共同） 

２．「心不全終末期患者とその介護者の自死事例への訪問看護における一考察」,第 25 日本ホスピス・

在宅ケア研究会,2019 年 2 月,北海道（共著） 

３．「血糖測定フェア参加者のアクションプラン実施状況に影響する要因と身体活動活発化の効果」,第

39 回日本看護科学学会学術集会,2019 年 12 月,石川（共同） 

４．「看護基礎教育における患者教育に関する教科書の内容」,第 39 回日本看護科学学会学術集会,2019

年 12 月,石川（共同） 

５．「コロナ禍における成人看護学慢性期実習の学生の学び－臨地実習と学内実習の両方を体験した学

生の学びの認識－」,第 42 回日本看護科学学会学術集会,2022 年 12 月,広島（共同） 

 

【社会活動】 

・2010 年 4 月から 2022 年 3 月：東京都自殺相談（メンタルケア協議会委託事業） 相談員 

・2018 年 2 月から 12 月：日本看護教育学会第 28回学術集会企画委員 

・2019 年 6 月から 2021 年 3 月：稲城市立図書館協議会委員 

・2019 年 9 月：東京薬科大学大学院講義「緩和ケアにおける看護師の役割」 

・2022 年 2 月～3月:新型コロナウイルス感染症対策に係る南多摩保健所への支援協力 

 

 


